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懇 談 の 日町 長 と の
　

こ
れ
ま
で
開
催
し
た
「
町
長
と
の
懇
談
の
日
」

で
の
懇
談
内
容
の
う
ち
、
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で

き
な
か
っ
た
も
の
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

 

町
民
バ
ス
の
小
型
化

 

町
民
バ
ス
を
さ
ら
に
小
型
化
し
て
、
小
回
り

が
利
く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

 

児
童
、
生
徒
の
帰
町
が
進
み
、
通
学
で
の
バ

ス
利
用
者
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
か
ら
町
民
バ
ス
に

シ
フ
ト
し
て
、
町
民
バ
ス
の
利
用
者
が
増
え
て

い
ま
す
の
で
、
小
型
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

 

広
洋
台
１
丁
目
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

 

現
在
、
町
が
町
内
に
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ

メ
ラ
は
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
追
加
設
置
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
警
察
官
に
よ

る
巡
回
の
回
数
増
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

 

災
害
廃
棄
物
等
仮
置
き
場
へ
の
受
け
入
れ
終
了

 

災
害
廃
棄
物
等
仮
置
き
場
へ
の
受
け
入
れ

を
、
平
成
26
年
度
で
終
了
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

 

半
壊
以
上
の
家
屋
を
解
体
し
た
と
き
に
発
生

し
た
廃
棄
物
（
が
れ
き
な
ど
）
は
、
災
害
救
助

法
に
基
づ
き
災
害
廃
棄
物
と
し
て
仮
置
き
場
に

回
収
し
て
い
ま
し
た
。
解
体
が
済
ん
で
い
な
い

家
屋
に
配
慮
し
て
、
搬
入
期
限
を
１
年
延
長
し

た
う
え
で
、
平
成
27
年
３
月
で
受
け
入
れ
を
終

了
し
た
も
の
で
す
。

 

上
北
迫
・
下
北
迫
線
の
整
備

 

平
成
26
年
度
に
、
主
要
地
方
道
35
号
線
（
い

わ
き
浪
江
線
）
の
上
北
迫
字
上
田
郷
か
ら
県
道

３
９
３
号
線
（
上
北
迫
・
下
北
迫
線
）
に
接
す

る
ま
で
の
区
間
は
、
信
号
が
設
置
さ
れ
る
な
ど

整
備
さ
れ
た
が
、
上
北
迫
字
上
田
郷
か
ら
先
の

区
間
も
整
備
さ
れ
る
の
か
。

 

整
備
さ
れ
た
区
間
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
用

地
買
収
を
着
手
し
て
い
た
区
間
で
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
、そ
の
先
の
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

中
央
体
育
館
改
修
前
の
備
品

 

広
野
町
中
央
体
育
館
で
改
修
前
に
使
っ
て
い

た
備
品
は
、
平
成
26
年
度
の
改
修
を
機
に
全
て

廃
棄
し
た
の
か
。

 

改
修
前
の
備
品
で
あ
っ
て
も
、
使
え
る
も
の

は
使
用
し
て
い
ま
す
。
改
修
を
機
に
備
品
を
買

い
足
し
た
品
目
に
つ
い
て
は
、
古
い
備
品
を
屋

外
利
用
に
回
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

皆さんの声をお聞きします

次回の日程など

■日 時　２月10日（水）　午後２時～４時

■時 間　１人（１団体）約20分間（先着順）

■場 所　広野町役場　２階　応接室　　　■対 象　広野町民

■申し込み方法　実施日の２日前までに下の問い合わせ先に電話してください。
＊ 開催日時は予定であり、町長の公務の都合によって開催日や時間帯を変更することがあります。変更があった場合、

申し込みをした人には電話でお伝えしますので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

 問 　総務課　秘書広報係　☎0240-27-2111

これまでの参加者数など

開　催　日 組 数 人 数

平成27年

２ 月 6 組 7 人

３ 月 4 組 5 人

４ 月 4 組 5 人

５ 月 2 組 5 人

６ 月 3 組 3 人

７ 月 3 組 3 人

８ 月 1 組 1 人

９ 月 2 組 2 人

10 月 1 組 1 人

12 月 1 組 1 人

平成28年 １ 月 1 組 1 人

合 計 28組 34人

これらのことに気を付けて、身近にある火災をなくしましょう。

　 火災の一番の原因が人の
手によるものです。 自分で
は放火を防ぐなんて出来な
いよと思っていませんか？
　 まず放火は、 管理されて
いない建物が狙われる。 す
なわち、 人の目が届かない
ところほど、 放火犯にとっ
て都合がいいのです。
　 安易に侵入されないよう
に施錠をしたり 、 燃えやす
いものを周り に置かないよ
う にすれば放火の可能性を
減らせます。

　 たばこの火は、 とても小
さいので見落としがちです
が、 火災につながる危険な
火種です。
　 寝たばこをしていません
か？寝たばこは、 たばこ火
災の原因ト ッ プであり 、 死
につながり ます。 絶対にし
ない、 させないを徹底して
下さい。
　 灰皿には水を溜め、 完全
に火が消えたことを確認し
てから、 決められた場所に
捨てるよう にしまし ょ う 。

　 こ んろ は食事の準備な
ど、 一年中使う 身近なもの
です。 そんなこんろも使い
方を間違えると危険です。
　 普段、 こんろを使用する
際に周り に燃えやすいもの
を置いていたり 、 急な電話
などで目を離してしまう こ
とはあり ませんか？
　こんろから離れるときは、
必 ず 火 を 消 し ま し ょ う 。
も し も の 出 火 の た め に
消火器を準備しておくことが
有効です。

消防署からのお知らせ

    冬期間は空気が乾燥し火災の発生が多くなります。

 火の元の管理を徹底し火災予防に努めましょう。

　 日本における火災の原因で最も多いのは放火です。 放火

の疑いを含めると火災原因の18. 4％を占めています。 （平

成26年値） 家の周り に燃えやすいものを置いていると危険

性が高まり ますので、 十分注意しまし ょ う 。

　 また、 たばこやこんろが原因となる火災も多く なってい

ます。 暖房器具を含め、 火気を使用した後には完全に火を

消したことを確認しまし ょ う 。

今回は、 この火災原因の対策を紹介します。

放火及び放火の疑い たばこ こんろ

＜消 防 署 連 絡 先＞
◇浪江消防署 0240-34-7360

◇富岡消防署 0240-25-2119


